
中 学 校

平 成14年 度

教 育 研 究 員 研 究 報 告 書

総合的な学習の時間

東 京 都 教 職 員 研 修 セ ン タ ー



平 成14年 度

教 育 研 究 員 名 簿(総 合 的 な 学 習 の 時 間)

区 市 町 村 名 学 校 名 氏 名

中 央 区 銀 座 中 学 校 澤 山 高 明

大 田 区 糀 谷 中 学 校 田 原 弘 一

北 区 北 中 学 校 宮 澤 伸 次

板 橋 区 向 原 中 学 校 柳 歓 子

練 馬 区 大 泉 学 園 中 学 校 佐 藤 清

江 戸 川 区 南 葛 西 第 二 中 学 校 藤 田 修 史

江 戸 川 区 小 岩 第 五 中 学 校 ○北 川 哲 郎

八 王 子 市 第 三 中 学 校 ◎平 戸 孝 幸

清 瀬 市 清 瀬 中 学 校 矢 部 昇

あ き る 野 市 御 堂 中 学 校 西 村 元 一

◎ 世話人 ○ 副世話人

担当 東京都教職員研修センター統括指導主事 村 上 み な 子



目 次

1主 題設定の理由 2

皿 研究の概要

1仮 説の設定

2研 究 内容 ・方法

3研 究 の構想図

3

3

3

4

皿 「総合的な学習の時間」に関する実態國査

1各 学校 にお ける状況

(1)平 成14年 度 「総合的な学習の時間」の学習テー マ

(2)「 総合的な学習の時間」 によ り身に付けさせたい力

(3)「 総合 的な学習の時間」の実施上の課題

(4)生 徒への支援が必 要な場面 と生徒が支援 を必要 としている場面

(5)「 総合的な学習の時間」 にお いて活用 して いる、活用 したい人材・施設

2公 立図書館 の利用状況

(1)中 学校 の利用状況

(2)中 学校 の図書館利用上の課題

3考 察

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

7

-

n
乙

0
0

「総合的な学習の時間」の学習支援と評価

「総合的な学習の時間」と調べ学習

多様な学習資源と支援体制

「総合的な学習の時間」の評価の実際

(1)

(2)

(3)

評価の考え方

ポー トフォ リオ評価 の活用

学習段階別評価規準の明示

〈図1>多 様な学習支援 と学校 ・家庭 ・地域の連携 による支援体制

〈表1>学 習段階別の学習支援一覧

<表2>学 習段階別の評価方法 ・評価規準 一覧

4学 習段階別の学習支援と評価

(1)課 題 設定 の段階にお ける学習支援 と評価

(2)課 題解決の段階、学習の まとめ ・発展の段階にお ける学習支援 と評価

8

8

8

9

9

9

9

0

1

2

4

4

5

1
⊥

1

1
よ

1

1
⊥

-
よ

V実 践事例

1

2

動機付けから課題設定の段階における検証授業

情報収集の段階における検証授業

16

16

20

VI成 果 と課題 ・提案 23

1



研 究 主 題

子どらが漿 しぐ謂べ学」習を蒼 めるための学習15乞餐 と評i獅のエヲ∈

1主 題設 定 の 理 由

社会の変化 に伴い、子 どもたちに必要 とされ るカ も変化 してきた。中教審答申(H8)で は、

激動す る社会をた くま しく生きる力 として、「主体的な問題解決力」 「豊かな人間性 」「健康 ・体

力」を挙げ、それ らを 「生きる力」 とした。そ して、新学習指導要領では、 これを受け 「自ら課

題を見付 け、自ら学び、 自ら考 え、主体的に判断して、問題 を解 決す る力」をは ぐくみ 「自己の

生 き方 を考えることができる」 ことをね らい として 「総合的な学習の時間」が創設 された。その

ね らいか ら、自ら課題 を設定 し、自ら調べて学習する問題解決型の学習が求められ、豊かな体験

や様 々なかかわ りを大切に した子どもたちの主体的な学びが重要視 されている。

2年 間の移行期間を経て完全 実施 となった今、各学校においては 「総合的な学習の時間」を充

実す ることが課題 となっているが、現状は、様々な課題 を抱えて実施 している状況がある。

研究員の月例会の中では、「体験学 習を行 ったが、自ら課題 を見付 けた り、課題解決につなが

る情報 を引き出す ことができず、子 どもの学びが深ま らない」「課題 を決めて、調べ学習を始 め

ても、何をどのよ うに調べ た らよいか分か らず、学習が行 き詰 まって しま う」 「インターネ ッ ト

に載 っていた文章を写すだけで終わって しまい、理解 した上でま とめることがで きない」な どの

問題点が挙げ られた。 このこ とは、子 どもたちが主体的 に 「調べ」 「学ぶ」方法を身に付けてい

ないことが原因 となってお り、子 どもたちの 「調べ学習」を支 える教師 の指導上の課題で もある

と考える。本研究で実施 したアンケー ト調査では、子 どもた ちは 「課題 を見付 けるとき」 「課題

について調べ るとき」「学習 をまとめるとき」に教師のア ドバイスを求めている。教師 は、支援

の必要性 を認識 しなが らも 「生徒への支援の方法」 を課題 としてお り、調べ学習に戸惑 う子 ども

たちの姿や支援に悩む教師の姿が推 察で きる。同時に、評価方法についても多 くの教師が課題 と

してお り、「総合的な学習の時間」の評価の難 しさを表 している。教師が子 どもたちの学習活動

を適切に評価す ることは、子 どもたちのっまずきに気付 くことであり、 自らの指導上の課題 を見

付け修正す るなど、学習を支援をす る上で不可欠な要素である。 また、子 どもたちは、適切に評

価 され ることにより、意欲を高め、学びの活力を生み出す。 さらに、子 ども自身の評価や子 ども

同士の評価は、自らの学習状況を見直 し、学習を充実 させ る機動 力ともな る。

このよ うに 「総合的な学習の時間」における学習支援 と評価を工夫 し、充実 ・改善 してい くこ

とを重要な課題 として再認識 し、積極的に取 り組んでいかなければな らない と考 える。

また、 「総合的な学習の時間」の実施に伴い、学校の図書室だけではなく公共の図書館利用 も

急増 してお り、施設の環境整備や利用上の新たな課題 も浮上 してきた。そ して、子どもたちの 「調

べ学習」が充実するにつれ 、その活動範囲は校内か ら校外へ と徐 々に広が りをみせてきた。

そ こで、本研究では、子 どもたちが主体的 に 「調べ学習」を楽 しく進めるために、学習に関連

す る様 々な学校内外の学習資源にっいて整理す るとともに、有効 な学習支援 と評価 の方法につい

て研究 を進 めることとした。
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皿 研究の概要

1仮 説の設定

本研究を進めるに当たり、次のような仮説を設定した。

「総合的な学習 の時間」にお いて、課題設定の段階(動 機付 け ・課題発見 ・課 題設定)、

課題 解決 の段階(情 報収集 ・情報処理 ・考察)、 学習 のま とめ ・発展の段階(情 報発 信 ・

発展)の それぞれの学習段階 にお いて、適切な方法 による評価 と教師 をはじめ とす る様 々

な学習支援が有効に機能 し合 えば、子 どもたちは主体的 に調べ学習 を楽 しく進める ことが

できるであろう。

2研 究の 内容 ・方法

(1)実 態調査の実施

各学校の 「総合的な学習の時 間」 の取 り組み状況 を把握す るために、学校 ・教師 ・生徒

・公立図書館 を対象 にアンケー ト調査 を実施 し、問題点や課題を探 った。

(2)各 学習段階 にお ける学習支援 の在 り方 の検討

「総合的な学習の時間」の学習支援 を学習に関連す る学習資源 に着 目し、学校内外 の学習

資源 を整理 した。本研究で は、次のように分類 し学習段階 ごとの有効 な支援 を明確 にした。

<学 習支援の分類>
r-① 教師

の支援

★意欲を喚起させる支援 → 基礎知識習得時の活動意欲の持続、活動停滞時の打開のための支援

★学習スキルを向上させる支援 → 課題焦点化、情報の所在,学 習方法、発表のスキルに関する支援

★学習を深めさせる支援 → 問題の提起、考えを深めるための問いかけなどによる支援

② 子ども同士による支援

★グループにおける話し合いなどによる相互支援 ★発表時の相互評価による相互支援

③ 学校外からの支援

★ 人的支援 → 保護者、地域の人々、専門家、企業関係者などの学校外の人材

-★ 物的支援 → 図書館、博物館、美術館、資料館、情報センターなどの公共施設、企業、民間施設一ノ

(3)各 学習段階にお ける評価規準 の明確化

「総合的な学習の時間」 における評価が課題 とされ るのは、子 どもに どんな力 を身に付け

ることを 目指 しているのか、学習活動の どの場面を評価 した らよいのかな ど、評価の よ り

どころが明確 にされて いないため と考える。そ こで 、本研究では、単位時間 にも応用でき

る学習段階 ごとの評価規準 を研究 し明確 にした。

(4)授 業 による検証

本研 究では、実施上の課題 とな って いる 「自己の課題 を設定す る段階」 と 「課題解 決 に

向けた情報収集の段階」における検証授業 を実施 し、各学習段階の特性 を生か した多様 な

学習支援 と評価 の在 り方 について検 証 し、その有効性 を明 らか に した。
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3研 究の構想図

高度情報化
〈社 会 の 変化 ・要請 〉

経済 ・社会のグローバル化 地球環境問題 価値観多様化 少子高齢化、週5日 制社会など

〈地域 の実態 ・願 い 〉

*地 域の教育力低下
*地 域への愛着心希薄化

◎ 地域交流 としての学校

〈家庭 の実 態 ・願 い 〉
*家 庭の教育力低下

*核 家族化、異世代間交流消失

◎ 学力の定着 と健やかな成長

〈子 どもの実 態 ・願 い〉

*自 己表現力 ・社会性 ・規範意識
の低下 ・実体験不足

◎ 自己実現、仲間との学び合い

〈求められる教師の資質,能 力〉
・豊かな入間性、深い子ども理解
・専門性、指導力
・責任感 と使命感
・柔軟な思考、発想、創造力
・情報活用の実践力
・教材開発能力

〈期 待 され る学校 像 〉
・地域に根付いた開かれた学校
・噛交流の場、生涯学習 の核 と
なる信頼 され る学校
・個に応 じた教育を実践する学校

・特色ある教育を実践する学校

・時代の変化に対応できる学校

〈目指 す 子 ども像 〉
・豊かな心をもっ子 ども
・生き方を考えられる子ども

・他 とかかわ りをもてる子 ども

・夢や希望をもつ子 ども

・様々な事に興味関心をもち

課題 をもてる子ども

新学習指導要領 基本方針 一 瞳 懸 囎琶灘癒塗響溝鐵錘藤:羅驚瀞翻一

◇豊かな人間性 ・ ◇ 自ら学び ◇基礎基本の定着

社会性 ・国際性 自ら考える力 と個性化
◇特色ある教育
特色ある学校づ くり

「総合的な学習の時間」の創 設

自ら課題を見付 け、自ら学び、自ら考
え、孟体的に判断し、よりよく問題 を解

決する資質や能力を育てる。

学び方や ものの考え方を身に付け、問題解決や

探求活動に主体的、創造的に取 り組む態度を育て
自己の生き方を考えることができる。

、

蘇 羅鴛羅鴛霧雛7驚 菱罪 π:潤………rl
・』磯 灘 鱒騨櫛 鱗 難灘 晦緯 鱒 轄 態 癬 価の珠

一一.1
し 一 … 溢温篇 温 ン論 歯"・ 紬 訪 》論 ・・… 晶 一 一 一一一2
r「

仮 説
「総合的な学習の時間」の課題設定、課題解決、学習のま とめ ・発展の各学習段階において、適切な

方法 による評価 と教師をはじめとする様 々な学習支援が、有効に機能 し合えぱ、子どもたちは主体的に

調べ学習を楽しく進めることができるであろう。
LJ

i
r「

研究内容
〈1>「 総合的な学習の時間」の実態調査を行い、現状を分析 し課題を探 る。
〈2>調 べ学習の各学習段階における 「学習支援の内容 ・方法」及び 「評価 の方法と評価規準の明確化」
を図り、各学習段階の授業において検証する。

LJ

II
r「

視点1〈 課題設定の段階 〉

r「

視点2〈 課題解決、学習のまとめ ・発展の段階〉

動機付けか ら課題設定の段階の学習活動の特性 情報収集か ら情報発信 ・発展の段階の学習活動の

を探 り、学習段階に応 じた効果的な学習支援 と評 特性 を探 り、学習段階に応 じた効果的な学習支援 と

価の在 り方について考察する。 一 評価の在 り方について考察する。L」 LJ

lII
r-「 r「 r「
検証1 検証2 公開授業

課題設定の段階の学習支援 情報収集の段階の学習支援 発表準備の段階の学習支援

と評価の工夫 と評価の工夫 と評価の工夫

☆2学 年 「地域 との共生」 ★1学 年 「高齢者 とのふれあい」 ☆1学 年 「生き方を考える」L」 L-」 LJ

i
「r

研究のまとめと評価
成 果 と課 題・提 案

J
L
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皿 「総 合 的 な 学習 の 時 間 」に 関 す る実 態 調 査

研究 を進めるに当たって、「総合的な学習の時間」に関するアンケー ト調査を学校 ・教師 ・

生 徒 ・図書館 を対象 と して、都 内67校 の中学校 と都内73館 の公立図書館 の協力に よ り実

施 した。対象人数 は中学校にお いて教師131人 、生徒933人 、公立図書館職員73人 で あ

り、実施時期は平成14年9月 に行 った。なお 「総合的 な学習の時 間」は以 下 「総合」とす る。

1各 学校 における実施状況(複 数回答可:単 位 は人)

(1)平 成14年 度 「総合」の学習テーマ

進路

福祉・ボランティア

その他

環境

学校地域の特性を生かしたもの

国隙理解

生徒の興味関心によるもの

情報
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認__
r__41 43 赫

謬 1 1「 π
謙1曲

32
σ

321za
純卍

邑zs 27 怨
乳州

`i

1

:
1

旨

734 忽 zo
1 1

梨 一.,.、抽一.堀,.爵_ '

27--F」 一一一21 zi=ゴ
門

1

t8T-18 2T
舟 1口第1学 年

1口第2学 年

,.

13T-23 盈

騨 単 ・9=亡1・ゴ
li

0第3学 年

ユ芦i亨…ま1・ ゴ=戸
フ/

_一__/⊥
20 40 so 80 loo 120 140

(4)生 徒への支援が必要な場面と生徒が支援を必要としている場面

動機付け・課題発見

情報の収集

課題設定

情報の分析・まとめ

発雍

自己・相互評価

その他
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(5)「 総合」において活用 している、活用 したい人材 ・施設(上 段 教師 下段 生徒)

〈学校内の人材〉

養護教諭

学年外の先生

栄養職員

主事

教育相談員

その他

050100150200250300

パソコン室

図書室

体育館・多目的室等

視聴覚室

進路資料室

その他

〈掌校外の人材〉

地域の人

公共施設職員

保護者

その他

0
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2公 立図書館の利用状況

(1)中学校の利用状況

((2)は 複数 回q可 、

ロよく利用されている

唖利用されている

ロ少し利用されている

口利用されていない

〈学校外の施設〉
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3考 察

く 学校 の実施状況 〉

(1)平 成14年 度 「総合的な学習 の時間」の学習テーマ

進路が最 も多いが、その他 も多い。各学校は様 々なテーマを設定 し、学校独 自の 「総合的

な学習の時間」を工夫 し実践 してい る。

(2)「 総合的 な学習の時間」により身に付け させたい力

考 えるカ ・情報をまとめる力 ・発表す る力 ・表現す る力 ・情報 を集 める力 ・コ ミュニケー

シ ョンのカの順 となってお り、各学習段階における実践スキルを求めている0

(3)「 総合的な学習の時間」の実施 上の課題

カ リキ ュラム作 りと学校全体の共通理解な ど実施上の基本的な事柄が上位 を占めている。

また、外部の人材活用、評価、生徒への支援 、施設利用上の問題 など実際に 「総合」を進め

る上での具体的な課題 も多 く挙げてお り、早急にこれ らの課題に対処す る必要がある。

(4)生 徒への支援 が必要 な場 面 と生徒が支援 を必要 としてい る場面

生徒も教師もともに支援 を必要 としている場面を共通に認識 している。 したがって、各学

習段階 での支援の場面で、教師をは じめ とす る 「総合」にかかわ る人々が、適切 な支援をす

ることによ り、「総合」の学習活動は楽 しく充実 した ものになると考 える。

(5)「 総合的な学習の時間」において活用 している、活用 したい人材 ・施設

人材 では、生徒は、学校内において学年の教師以外の人々か らも広 く学びの機会 を求めて

いる。また、学校外の人々 との交流 も望んでお り、 こうした機会 を 「総合」の中で多 く設 け

ることが、生徒の学習 をよ り豊かな ものにすることがで きる と考 える。

施設では、学校内はパ ソコン室や図書室の活用度が とて も高 くなっている。イ ンターネ ッ

トな どの環境整備や図書の充実、年間の図書の購入計画等の工夫が必要である。また、進路

が学習テーマで多い ことか ら、進路資料室 を充実す ることや 、動機付けや課題発見のための

視聴覚教材 を提供できる視聴覚室 を充実す ることが必要である。 さらに、グループ学習 を行

う際の多 目的室や作業室の確保 も大切である。学校外では、主に情報収集 のための図書館、

資料館な ど、職場体験のための民間企業や福祉体験な どのためのボランティアセ ンターな ど、

様 々な体験がで きる施設を活用す ることが考えられている。

〈 公立図書館 の利用状況 〉

(1)中 学校 の利用状況

学校外の活用施設 としての図書館 は 「よ く利用 している」「利用 されてい る」を合 わせ る

と58%と な り、「総合」の調べ学習を進 める上で、中学生の図書館の利用度 は高い。

(2)中 学校の図書館利用上の課題

図書館 の利用上の課題 として、まず要求資料への対応 と事前の連絡相談が挙げられている。

同 じテーマに対 して一度に多数の生徒が来館 し必要情報 を求めるため、図書館側は対応 に苦

慮 している状況があり、図書館 と学校 との連携の在 り方が課題である。 また、図書館利用の

方法や利用のマナーの知識や参考資料の調べ方 を子 どもが理解 していない ことが多 く、学校

側が図書館利用にっいての事前指導 をしっかりと行 う必要がある。
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N「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 学 習 支 援 と評 価

1「 総 合的な学 習の 時間」 と調 べ学 習

「総合的な学習の時 間」 は、「自ら課題 を見付 け、 自ら学び、 自 ら考 え、主体的に判断 し、

よ りよ く問題 を解決す る資質や能 力を育てる こと」 「学び方や ものの考 え方を身 に付 け、問題

の解 決や探求活動 に主体的、創造的 に取 り組む態度 を育て、自己 の生き方 を考 えることができ

るようにする こと」 をね らいと してお り、子 どもた ちは、自 ら設定 した課題 に対 して、 自ら課

題解決の方法を考え、計画的 に学習活動 を進めて いく。そ の学習 スタイル は、教科等の学習 と

違 い、教科書 は無 く、観察、実験、調査、イ ンタビュー、討論 な ど体験的 ・問題解決的な学習

方法 によ り展開す るな ど、自ら考え、判断 し、自ら調べる学習 であると考 える。

そ こで、本研究では、 この ような学習スタイルの特性か ら 「総合的な学習の時間」の全学習

過程 を総称 して 「調べ学習」 と した。そ して、学習の進 め方や学習 内容か ら、学習段階 を動機

付 け ・課題発見 ・課題設定 ・情報収集 ・情報処理 ・考察 ・情報発信 ・発展に分類す る とともに

これ らの学習段階の学習状況か ら、 さらに次のよ うに分類 した。

① 「課題設定 」の段階(動 機 付け～課題設定)

② 「課題解決」 の段階(情 報収集～考察)

③ 「学習のま とめ ・発展 」の段階

(情報発信 ・発展)

→ 「調べ学習」の土台を築 く段 階

→ 「調べ学習」の情報を収集 ・処理 し

考察す る段階

→ 「調べ学習」の発表に向け、考 えに

筋道 をつ け、論理性を高める段 階

2多 様な学 習資源 と支援 体制

「総合的な学習の時間」 は、個 々の子 どもたちの課題 設定 によって、学習内容や方法が方 向

付 けられる。例 えば、 「高齢者 とのふれあい」が課題であ る場合 には、図書館やイ ンターネ ッ

トで福祉 に関す る調査を した り、地域の福祉施設の訪問やふれ あい給食の体験など、個 々の学

習活動に様々な人や物、時 間、施設な どが関係して くる。このよ うに、「総合的な学習 の時 間」

を実施す るに当た り、何が どのようにかかわって学習が展開されてい くかを明 らかにしてお く

必要が ある。そ こで、学習に関連す る学習 の教材 とな るものや 活用 できる施設や人材な ど 「総

合的な学習の時間」 の学習にかかわ る全ての事柄 を学習の資源 を して とらえ、人材や施設な ど

は、学校内 と学校外 とに分けて整理 した。また、教師や様々な立ち場の人か らの知識の提供や

ア ドバイスな どは、子 どもの学習活動 に直接的に働 きか ける学習支援で ある とともに、図書室

やパ ソコン室な どの学校内の施 設や 図書館 、情報セ ンターな どの様々な学校外の施設 もまた、

子 どもの学習活動 を間接的に支 える学習支援である。 さ らに、体験 的な学習の場の設定や ゆと

りある学習環境や時 間の配慮 な どは 目に見えない大 切な学習支援である と考える。

よって、教師は、子 どもたちが多様な学習資源 とよ りよいかかわ り方ができるよう配慮する

とともに、校内体 制づ くりや 学習環境 の整備 を心がけ、地域 を基盤 とした人材や施設な どの学

習資源 を円滑に活用す るシステム作 りが課題 となる。そ こで、図1(P10)の よ うに、学習資

源 を基 盤 とした支援体制 にっいてま とめるとともに、学習段階 ごとの学習活動 を想定 し、関連

す る学習資源 を活用 した具体的な学習支援の在 り方を表1(Pll)の ようにまとめた。
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3r総 合 的な学習 の時 間」の 評価の 実際

(1)評 価の考え方

全 ての教育活動に評価 は欠かせない。そ の評価 を円滑に且つ効果的 に行 うには、「何を」 「誰

が」 「どの場 面で」 「どのよ うに」 評価す るのか を明 らか にしてお くことが大 切である。

「総合的な学習の時間」の評価 について は、 この時間の趣 旨やね らいを踏 まえて、子 どもの

多様 な活 動や各学習段階 に見 られ る学習状況や学習成果な どについて、教師 ・子 ども自身 ・子

ども同士 ・学習 に関係 した者な どが、子 どもの良い点や学習に対す る意欲や態度、進歩 の状況

な どを、評価カー ドや ア ドバイスカー ド、感想、対話な どによ り、適切に評価す るもの と考 え

る。そ して、そ の評価 は、子 どものための評価である と同時に、教師のための評価で もあ り、

その後の教師の支援 ・指導 にも生かされていかなければな らない。

また、適 切な評価は、子 どもの学習意欲 を引き出 し、取 り組んでいる課題 につ いてよ り深 く

考 えるき っかけ となった り、個 々の子 どもの学習活動の修正や充実 を促すな ど、学習支援 とし

ての機能がある と考える。

(2)ポ ー トフォリオ評価の活用

「総合的な学習 の時間」 は、子 どもたちが 自ら設定 した課題 に対 して、自ら考 えた方法で計

画的 に調べ学習を進め、一人一人の子 どもが独 自の学びを創造 して いく学習であると考 える。

そのため、一人一 人の子 どもの学習過程が重要視 され、各学習段階 において一人一人の子 ども

が自己の学習を振 り返 り、確認 した りしなが ら、調べ学習を進めて いくことができるよ うな評

価 の在 り方が課題 となる。そ こで、子 どもが 自己 の学習活動のすべてを学習 ファイル と して集

積 し、学習内容や学習成果 を自己評価や相互評価 を計画的に行 いなが ら、独 自の学習 フ ァイル

に編集 して いく 「ポー トフォ リオ評価」が有効で あると考 える。.

各単位時間 ごとに調べ学習で得た資料や感想、作品や報告書、 メッセー ジ、評価 カー ドな ど

が学習 ファイル として綴 じ込 まれたポー トフォリオ は、学習の見直 しや改善、 自己理解や 自己

実現 に役立つ とともに、保護者 をはじめ学習に関係 した人 々とを結 びつ ける資料 として、また、

教師の支援 ・指導や生徒理解の資料 として活用す ることがで きる。

(3)学 習段階別評価規準の明示

一人一人 の子 どもたちの学習状況 をよ り適切 に評価 し、それぞれ の学習活動 を充実 させて

いくためには、単元のね らいや予想 され る学習活動 を基盤 として、評価の観点 を定め、単位 時

間 ごとに活用で きる評価規準を設定す る必要がある と考 える。

本研究では、 「総 合的な学習の時間」のね らいを踏 まえ、各学習段階 の子 どもたちの学習活

動を予想 して必要 となる力を考 え、生き る力をは ぐくむとともに、調べ学習を進 める上での実

践的なスキル を身に付 ける こと目指 して次 のよ うに評価の観点 を設定 した。

① 関心 ・意欲 ・態度 ②課題 発見 力 ③学習 を見通す 力 ④ 情報収集力

⑤情報処理能力 ⑥考察力 ⑦ 自己表現 力 ⑧ コ ミュニ ケー ション能力

⑨ 生き方 を考 える力 ⑩ その他(そ のテーマ による固有 のもの)

そ して、表2(P12P13)の ように学習段階別の評価方法 ・評価 規準の一覧を作成 し、学習段階

別 に、評価 者 ・方法、重点 を置 く評価の観点 、評価 規準をそれぞれ明確 に した。
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<図1>多 様な学習資源と学校 ・家庭e地 域の連携による支援体制
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荘βさカる図甕露 一 図書館を活用しよう1一

「総合的な学習の時間」の実施にともない、学校図書館や公立図書館は学習情報を収集する

ための必要な施設としてこれまで以上に利用されるようになった。今、地域の図書館では、

学校との連携を図りながら次のような取り組みや工夫が始まっている。

*図 書館利用案内やブックリス トを地域の小 ・中学校に配布

*中 高校生対象のヤングコーナーの設置、ヤングタイムスの発行

*中 学校からのテーマ別図書の貸 し出し依頼に対応

*図 書館見学、図書館員体験受け入れ

*図 書担当教員と図書館職員との連絡会や研修会実施

*教 員向けの図書館利用案内作成配布など ★r図 書館 に連絡」が連携の第一歩!
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<表1>学 習段階別の学習支援一覧
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・ア ドバ イ ス

・対 話

・ア ドバ イ ス

・対 話

・情報源の資料や リンク

集の提示

・情報源の活用方法やマ

ナーの教示
・施設活用方法の教示
・機器利用方法の教示

・必 要 晴報 の確 認

・キ ー ワー ドの 誘 引

・ア トバ イ ス

(ラ イ ン マ ー ク 、 資 料

に メ モ 、 箇 条 書 き 、 キ
ー ワー ト化 、 図 式 化 、

グ ラ フ化 な ど)

・ア ドバイス

(類似性 のあ るものの

整理、関連性について
思考判断)

・対話による考えの整理

・発 表 方 法 の 例 示

(掲 示 物 、 ポ ス タ ー セ ッ
シ ョ ン 、パ ソ コ ン に よ

るプ レゼ ン テ ー シ ョ ン

ホ ー ムペ ー シ な ど)

・ワークシー トによる筋

道の確立
・対話による筋道の確立

・対 話

・打ち合わせ項 目の提示

・発表の注意事項の確認
・評価カー ドによるまと

めの教示
・ワークシー トによるま

とめの教示

・ア ドバ イ ス

・対 話

灘 嘆。醒無饗購 輔.
・グループ内で確認

・グル ー プ で 協 力

・グループ内で意見交換

・グループ内で討論、
意見交換

・グループ内で意見交換

・情報提供
・アンケー ト協力

・聞 く、 自分 との 比 較

・感 想 、 意 見

・意見交換

・意見交換

・情報源についてのry報

交換

・情報源の共有

・マナーについての話 し

合い

・話 し合 い

(個 別 、 グル ー プ)

・グループ内で話 し合い

・意見交換

・グループ内で話 し合い

・話 し合 い

(個 別 、 グ ル ー プ)

・グループ内で話し合い

・他の発表に字ぶ

・グループ内で意見交換

諦 舐 轟 罵 吐

・情報提供

・事例の提供(講 話)

・施設の提供

・ア ドバ イ ス

・説 明 、 言 葉 か け
・ア ドバ イ ス

・施設提供
・情報提供

・アンケー ト協力

・ア ドバ イ ス

・情報源の紹介

・資料提供

・施設紹介、提供

・ア ドバ イ ス

・ア ドバ イ ス

・ア ドバ イ ス

・発表会場提供

・発表会参加
・意見、感想

・対 話
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<表2>学 習段階別の評価方法 ・評価規準一覧(1)

轄1灘灘

麟 懸i

・1F動し』機!

・付 げ

・興・睡

晦 塁、

謀
題
被
定

題
検
齢

諜
纈
難

、蘭 報

ゾ・収 』鑑

爵難

暴 、

㍉'㍉:

㍉犀":ゴ㍉.桑、母 ㍉

禧爵㌔'薄 な噛ゼ」

虞
、

,総

羅1

糖
瞭
構
想
窺
櫨

　睡
藩
灘
帯
顧

ミ

船
、」

難

藩
軒

灘 欝翻 購 萱
鑛
・観 察

・補 助 簿

・ワー ク シ

ー ト

・観 察

・補 助 簿

・ワー ク シ

ー ト

・ポ ー トフ

ォ リオ

・観 察

・補 助 簿

・ワー ク シ

ー ト

・観 察

・補 助 簿

・ポ ー トフ

ォ リオ

・観 察

・補 助 簿

・ワー クシ

ー ト

・観 察

・補 助 簿

シ

フ

簿

ク

ト

オ

察

助

一
ト

一
リ

観
補

ワ

一
ポ

オ

・観 察

・補 助 簿

・ワ ー ク シ

ー ト

・観 察

・補 助 簿

・ワー ク シ

ー ト

・観 察

・補 助 簿

・ア ドバ イ

ス カ ー ド

・観 察

・補 助 簿

・ポ ー トフ

ォ リオ

難
価

価

平

ド

並†
ド

き
ロ

き
の

己

一
互

一

白

力

相

力

・自 己評 価

カ ー ド
・相 互評 価

カ ー ド
・ポー トフ

オ リオ

価

価

平

ド

訪†
昏ト

一言
口

母
面

己

一
互

一

自

力

相

力

価

フ

評

ド
ト

オ

己

一
一
リ

自

カ
ポ

オ

・自 己評 価

カ ー ド

・自 己評 価

カ ー ド

・自己 評 価

カ ー ド
・ポ ー トフ

ォ リオ

・自 己評 価

カ ー ド

・自己 評 価

カ ー ド

・自 己評 価

カー ド
・相 互 評 価

カー ド

価

フ

評

ド

ト
ォ

己

一
一
リ

自

カ
ポ

オ

騰
購鑛繍

醐

撚唱
翻難鰹騰鑛

欝
藷

視
体
を
で

:

問
が

話
材

疑
と

講
教

ら

こ

教

、参
学

覚

ど

て
に

。

聴

な

つ
的

る

視

験
も

欲

い

、体
を
意

て

話

、味

し
し

講
材
興
加

習

⑧①
イ
ド
バ

一

察

ド
カ

観

ア

ス

・ア ドバ イ

ス カ ー ド

・ア ドバ イ

ス カ ー ド

・ア ドバ イ

ス カー ド

・ア ドバ イ

ス カ ー ド

・ア ドバ イ

ス カ ー ド

COO
●O

●o

CO

②④⑦
C

⑤

⑥⑦⑧

ono
⑥

C70●
0

000
●O

・進んで疑問や興

味をもったこと

を挙げている。

・意欲的に自分の

課題を発表 した
り他者の発表を

聞いている。

・意欲的に自分の

躁題の問題点を
見付けている。

・自分の課題につ

いて調べる内容

を具体的に考え
ようとしてい
る。

・進んで情報を選

択 しようとして
いる。

・工夫 して情報を

再編集 しようと
している。

・意欲的によりよ

い発表にするた

めの発表方法を

考えている。

。意欲的に発表物

を作成しようと
している.

・意欲的に発表 し

ようとている。
・他者の発表に関

心をもってい

る。

・進んで学んだこ

とを自分の生活
に生かそうとし

ている。

・疑問点か ら自

分の課題 を し
ぼっていける。

・課題の発表 か

ら問題点 を探
し出す ことが
できる。

・発見 した'課題

につい て再設
定す ることが
できる。

・課題 と照 ら し

合わせ調べ る
内容 を しぼ る
ことができる。

・情報を再編集

しなが ら新た
な疑問を発見
できる。

な

な
考

で

要

器

を
が

必

機

題
と

に

や

課

こ

表

品

の
る
る

発

物

ど
え

き

・作成す る発表

物の課題 を明
確 にす るこ と
ができる。

・他者 の発表 か

ら新 たな疑 問
点 を探 し出す
ことができる。

懇 鋤
琵

賦

t

購

・
③

㈹

淑

丁
鰻欝

・講話、視聴覚
教材、体験か ら
自分の学習 をイ
メージす ること
ができ る。

・テーマに沿っ

た知識を習得 す

る ことが で き

る。

性

き

か表
向

で

発
方

こ

働
黎
課

学

明

c

・
ら

を

る

・情報収集の可

能性 などを考 え

課題 の再設 定が
できる。

・調べようとす

ることが自分 の
課題 と合っ てい
るか 判断 で き

る。

・必要な情報を

キー ワー ド化 す

るなど情報 選択
の基準を 明確に

できる。

・類似性、相違
性、関連性な ど
の方向性を もっ
て、情報 を再編

集でき る。

・発表までの見

通 しや可能性 に
ついて考え るこ

とができ る。

・作成上必要な

ものを考え効 率

的に準備を 進め
る こ とが で き
る。

き
す

が

自

か
と

を

生

こ

果

や
生

成

活

う
る

⊃

習

生

ど
え

る

学

の
に
考

き

・
分

方
か

で

点
課
で

問
の
見

疑
分
発

な
自
再
ロ

た

ら
を

る

新

か
題

き

・講話、視聴覚
教材 、体験 を

通 してテーマ
に関す る知識

を得 るこ とが
できる。

・自分に必要 な

知識を様 々な

情報源か ら集
める ことが で

きる。

・必要な情報 を

様 々な情報源
か ら集 め るこ

とができる。

・必要 な情 報の

所在や収 集の
方法 を考 え る
ことができる。

・再編集 の祭 に

不足 している

情報 が何 かを
考 え集 める こ
とができる。

・発表 方法 につ

いての情 報を

集 める ことが
できる。

・それぞれ の発

表か ら新 たな

情報を集 め る
ことができる。

・自分 に必要 な

新 たな情報 を
集 めることが
できる0

一12一



<表2>学 習段階別の評価方法 ・評価規準一覧(2)

欝懸鱗灘 騨霧
si4=:< .・ 丸、誌5」-号戦

欝麟i騨難購1騨辮 購7・ 腫 鳶

鞭
鍵階

・講話、視聴覚教材 ・講 話 、 視 聴 覚 教 材 、 ・講 話 、 視 聴 覚 教 材 、 ・相手の立場や状況を考
・講 話 、視 聴 覚 教 材 、

・卿 L賢

体験から分かった
ことをまとめるこ

とができる。

体験を通 して、自分
の意見や感想 をもて

る。

体験 を通 して、自分
の考えを文章化 した

り、他者に考えを述
べることができる。

えマナーを守 り接する
ことができる。
・他者の考えを受け入れ

ることができる。

体験を通 して、自

分の生活を見つめ
ることができる。

樹.

・ _

・今 ま で の ポ ー トフ ・情報 を再編集 しなが ・自分の興味ある課題 ・他者の考えを知 るため ・他 者 の ア ドバ イ ス
1.

オ リオを振 り返 り ら自分 の興味ある課 をしぼる上で、その にかかわりを求めてい や意見から他者の
■r

i

必要な情報を選択 題を しぼることがで 根拠を示 し説明する け る 。 生き方を知 ること 牒題1聖
で き る。 き る。 こ とが で き る。 ・他者の考えを自分の考

え方に生かすことがで

が で き る。 [へ

濾賊
き る 。

・他者からの意見を

簡潔にまとめるこ

とができる。

・他者の発表に対 して

自分の意見や感想を

もつことができる。

・相手に分か りや すく

自分の課題 を発表す
ることができる。

・他者の発表をマナーを

守って聞 くことができ

る。

・他者の発表を自分

の学習活動に生か

すことができる。

藤
遮1
検

「

瞼1課
凝

・意見交換において ・自分の判断で課題を ・自分の考 えを相手に ・ア ドバ イ ス を 求 め た り ・意見交換を自分の
}、、ミ
1課

鴬・
他者の考えを理解 再設定す ることがで 分か りやす く伝 える ア ドバイスに耳を傾け 課題設定に生かす 題 些

で き る。 き る0 こ とが で き る 。 る こ とが で き る。 こ とが で き るa 決1
!、:

嬉 ・、
「 τ・∵:"

・様々な情報源の中

から、自分の課題

・各種の情報源 を比較

検討できる。

・ワ ー ク シ ー トや 対 話

の 中 で 、 自 分 の 調 べ

・他者にかかわ りを求め

情報を得ることができ

・具体的に調べる内

容について適切に 嚇
に合った情報源を

考えることができ

る内容 を分か りやす
く表現できる.

る 。 自己評価できる。

収葉
る 。

、 」L、耽L

・自分で考えた情報 ・集めた情報の類似性 ・情 報 の 選 択 に 際 して 、 ・情 報 の 選 択 に 際 し て 、 ・他者の意見を自分
「 墨'L『 一

の選択基準に基づ

いて情報 を選択 し

活用できる。

に着 目して情報 を分

類できる。
自分の考えを主張す
ることができる。

他者に意見を求めた り
意見を受けて、自分の
考えを述べることがで

きる0

の考えに生かす こ

とができる。 牌
1膿
いE

・♪

・まとめた情報 を類似 ・情報の再編 集の仕方 ・情報の再編集 に際 して
1

・情報を再編集する

性や関連性に着目し に つ い て 、 自分 の 考 他者に意見を求めた り 祭に、自分の考え ミ 、噛1

た り、相違点を比較 えを他者に伝 えるこ 意見を受けて、自分の 方や生き方にふれ 1=
した りして再編集す

ることができる。

とができる。
。再編集 した惰報か ら

考 え を 述 べ る こ とが で

き る0・

る こ と が で き る。

1繊
・情報 を再編集する祭

分かった ことを自分
、

にグラフや表、図な で考 えた方法 で伝え
1・

どを利用す ることが る こ とが で き る 。

で き る 。 i、州'
1

卜}.E

・それぞれの発表方 ・根拠 をもって自分に ・自分が選択 した発表 ・聞 く側 に 立 っ て 、 発 表 ・発表方法の決定に ・発 !:レ㌔

法の長所や短所を

理解することがで
合 った適切 な発表方
法 を決めることがで

方法の理由を分か り

やす く説明できる,

方法を考えることがで

きる。

ついて適切に自己

評価できる。
畷 ..構

,
1ゴ

き る。 き る。 ・発表方法について他者

と意見交換ができる。

・自己評価 を次の活

動に生かすことが [甜
で き る 。 検

、

尉瞬
巨 噛

・発表物を自分の課

題に合った発表内

・利用す る情報を、発
表に適 したもの(表 、

・主張 したい ことを、

簡潔な形式(箇 条書

・発表物を聞く側に立っ

て、字の大きさや言葉

・作成 した発表物 を

適切の 自己評価で

.

曇騰雛
容にまとめること 図、グラフなど)に 再 き 、 表 、 図 、 グ ラ フ 遺いなど配慮し作成す き る。 準 ㍉

が で き る 。 編集できる。 など)で表現すること る こ とが で き る。 備 信
ができる

1噛'噛

、

・それぞれの発表のよ ・自分の課題に合 った ・他者の発表を適切に評 ・他者の発表を自分
「・さを見っけることが 発表内容を自分の考 価 しア ドバイスをする の生活や生き方に 粛 ib≧

で き る0 えた方法で、分か り こ と が で き る。 生かす ことができ
卜・こ∴: い

やす く発表できる。 る 。 轍1
秘 」

【

"

・他者の発表か ら得

た情報を整理 し、

まとめることがで

・学習成果をこれから

の学習にっなげてい

くことができる。

・学習で得 たことを、
主体的に自分の生活

や生き方 に生かす こ

・学んだことを生か して

他者 とのかかわ りをも
っことができる。

・これまでの学習を

振 り返 り、自分の
生活や生き方を見

;;,

習
ざ
鱒.

き る。 と が で き る。 つめ直すことがで 濃1
き る。

雛

羅
拠L=・JI
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4学 習 段階別 の学習支 援 と評 価

(1)課 題設定の段 階にお ける学習支援 と評価

く学習支援 と評価のポイン ト〉

実態調査では、教師 ・生徒 ともに課題設定の段階 にお ける支援 の必要性 を第一位にあげてい

る。 「総合的 な学習の時間」が、各教科の学習 と異 な り、 自ら課題 を設 定 し、解 決する とい う

課題解決型の学 習であるため、生徒は 自らの興味 ・関心 を明 らかにす る必要性があ る。そ こで

個々の生徒の学習意欲 を喚起 し、興味 ・関心 を引 き出す とともに学習 の見通 しをもって学習計

画 を立てた り、修正 した りできるよ うな学習支援 と評価 の在 り方について探 ることとす る。

① 多 くの出会 いが 生徒 を元 気づ け る

視 聴 覚 教材 を用意 した り、専 門的 な知識 や技 能 を もった ゲ ス トテ ィー チ ャー の招聴 、

体 験 的 な学 習 の場 を用 意す る こ とで、 生 徒 に内在 す る興 味や 関心 を引 き出す と考 え る。

② 効果 的 なア ドバ イ スで生 徒 は動 く

多 くの出会い の中で 、 〈表〉 学習支援(言 葉かけ)の 類型化

生 徒は様 々な ア ドバイ ス

を受 け る。 教師 は もちろ

ん の こ と、外部 の方や と

きに は生徒相互 でア ドバ

イ スを し合 うこともある。

課題 設 定の段階 は、生

徒 が 自分 の興味 ・関心 を

明 らかに し、最終的 に学

習課 題 を決 定す る。 多 く

の生徒は 決断す る こ とを

悩 んだ り、学習課題 を し

ぼ りきれない。 そ こで、教師をは じめ とす る支援者は、悩む生徒 を激励 ・応援す るとともに決

断で きない生徒に誘導的な言葉 かけをす ることが有効である。

③ 学習チ ェックで生徒は見通 しをもつ

生徒は 「調べ学習」の進め方に戸惑い、学習計画 の段階で活動 が停滞す ることが予想 され る。

意欲 を喚起 し、 さらに持続 させ るには、まず学習の見通 しをもたせ ることが大切である。そ こ

で、課題設定の段階の共通する学習 の流れ を提示す るとともに、重点 をお く評価の観点 を示す 。

そ して、学習段階 ご とに評価 カー ドを作成 し、各評価項 目をチ ェックさせなが ら学習状況 を確

かめた り、生徒相 互でア ドバイ スカー ドを利用 し合 うことが効果的である。 また、生徒の学習

活動の成果 をみ る上で、保護 者の記入欄 を設 けて記入 しても らうこ とは、意欲 を喚起す る うえ

で も有効である。 この ように、課題設 定の段階では、教師の誘導的 な言葉 かけ と自己評価 ・相

互評価 ・外部評価 をそれぞれ うまく組 み合 わせ るこ とで、生徒 の学習計画を早い段階で修正す

ることがで き、次の学習段階 にお ける調べ学習を より効率的に進 める ことにつなが るもの と考

える。

学 習 段 階 種 類 言葉かけの具体例

動機

付け

ガイ

ダンス

体験的な場面 激励 ・応援 が ん ば れ 。 よ くや った ね。

修正 ここはこうした方がいいよc

課

題

発

免

躁題の創造

(発想 を広

げる)

ウエビ ン グ 問題提起 連想することは何だろう。

引き出 し 思い出してごらん。

提案 これ は ど う。

グループ討論 問題提起

同意

私 は こ う思 うよ。 こ うか な.

僕 もそ う思 うよ。

情報収集 指導 こ うす る ん だ よ。

課

題

設

定

課題検討 発表 感嘆 すごいね。

修正 こ こは こ う した方 が い い よ。

検討 引き出し 今までどんなことをやったか。

課題決定 学習計画 誘導 こ う した らど うか 。

激励 思い切ってやってごらん。
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(2)課 題解 決 の段階、学習 の ま とめ ・発展 の段 階 にお け る学習支 援 と評価

く学 習支援 と評価 の ポイ ン ト〉

課題解決 の段階は、調べ学習の情報 を処理 し考察す る段階で あ り、生徒は 自己の課題に応 じて様 々

な学習資源 とかかわ りなが ら、楽 しく調べ学習 を進 めることが 可能 な場 面である。そ こで、情報収集

の場面では、情報源 となる学習資源の整備や場 の提供、情報収集の手だてを習得す るための学習支援

が必要 である。 また、情報処理 ・考察については、学習 スキル を向 ヒさせ るための学習支援や評価の

工夫が鍵 とな る。

学習 のま とめ ・発展 の段階は、調べる力か ら発表す るカを身 に付 ける学習への転換期 であ る。資料

のまとめ方や発表 の仕 方な どの実践スキルに関する学習支援や学びの実践化に向 けた情報提供やア ド

バイスが必要 であ る。

① 共感 ・感動は生徒 の自信 とな る

生徒の学習が課題解決の方向に向かってい るかをポー トフォ リオか ら読み とり、…人 一・人の生徒や

グループの学習状況に応 じて意欲 を喚起す る支援が必要である。個 々に課題 が違 うよ うに、学習内容

・活動 も違って くる。そのよ うな状況で、教師や1中間か ら自分の学習状況 を認 められ 、共感 した り賞

賛 され ることは、 自分の学習 に自信を もち学習 を進めることが可能になる。

② 多様 な情報提供 が学習活動 をスムーズにす る

イ ン ター ネ ッ ト、図書館 ・博物 館な どの活 用、実験 ・

観 察、写真 、 ビデ オ撮 影、 フ ィール ドワー ク、イ ンタビ

ューな どの情 報収集 の方法 を教師 が提供す る ことで、生

徒は様 々な情 報源 か ら多様 な アプ ローチで情報 を集 め る

ことができる。 また、 自分の課題に合 った情報であるか、

情報収集 の方法 が適切 であ るか ど うか を自己評価や相 互

評価で確かめる必要がある。

③ かかわ りの 中で コミュニ ケー シ ョンの力が身 に付 く

体験的 な活動や 自 ら情報収集 を進め るなかで 、様 々な

人々 とかかわ りを もつ ことにな る。 自己の課題 を解決する

ために、人の意見を聞いた り自分の考 えを伝 えた りしなが

ら、自然 とコミュニケーシ ョンの力がは ぐくまれてい く。

さらに、いろいろな人の生き方に触れ、 自己の生き方を考

える契機 になる。

④ 学校外の人的支援 で楽 しく疑問は解決す る

情報収集 を し、疑問点が焦点化 された段 階で は、専門的

,懸

轟畷 ・

★ 図書室 で情 報収集

「昔の遊 びについて調べ てみ よ う。」

「昔 って、 どの時代 の ことな の。」

⑤ 子 どもの相互支援で学習 のパ ワー アップ

情報収集 の場 面では、生徒 同士で情報交換や 話 し合い を

繰 り返 し行 うことで、各 自の情報 資源の質 と量を豊富に し

てい くこ とができる。また、発表 準備や発表場面では、意 ★ インターネットで情報検索

見交換や ア ドバイスをするな ど、相互評価 によ り互いの学 「先生、探してる情報がありません。」

習状況 が改善 され てい く。 「キーワー ドを入力してごらん。」
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V実 践 事 例

1動 機付 けか ら牒題 毅定 の段 階に お ける検証 授業

《検証の視点 》

課題発見 ・課題設定場 面での教師の言葉かけに よる学習支援 と生徒 の発想 の広が り

(1)テ ーマ ・実施学年

① 学校テーマ 「共生」

②2学 年 テーマ ・単元 「地域 との共生 」 ・ わが町 に生き る

(2)単 元設定理 由

本校の特色 として、地域 と学校 との密接 なかかわ りが挙げ られ る。特別養護老人ホームや

保育園、生活 実習所、福祉園な どにおけるボランテ ィア活動 、地域連合運動会、祭礼、ガー

デ ンパーテ ィーなどへの積極的な参加 を含 め子 どもた ちと地域 との深いつなが りに 目を向け

地域 と共 に生きることを中心に考 え 「共生」を総合的な学習 の時間の学校 テーマ としてい る。

2学 年では、地域 において どのよ うにかかわ りをもち、 どの よ うな共生が望ま しいのか、

子 ども一人一人が 自分 自身の生活や 地域 に 目を向け、自分にふ さわ しい課題 とは何か を考え、

調べ学習 を進めてい くよ うに した。

(3)第2学 年指導計画(70時 間扱 い)

学 期 学習段階(時 間) 学 習 内 容 学 習 支 援 評 価

1

学

期

2 ガイダンス(2) 学習のねらいや方法等の理解 ・ア ドバイ ス

ポ

i

ト

フ

オ

リ

オ

評

価

自己評価

ao

体験 学習(10)

ま とめ(2)

デイキャンプ ・火をおこす体験

(生きることとの関連付け)

・体験の場の設定

・時間の確保

・ア ドバイス

(教師 ・地域の人)

自己評価

相互評価

教師の評価ビデオ鑑 賞(6)

ま とめ(2)

テーマに関連 した ビデオ鑑賞

「福祉」に関するビデオ鑑賞

2

学

期

一
a一一一
三

一=二

課題発見(2)一
一三

課題検討(DI

;

グループによるウ土望ング
=一=

;一

飼人の課潭の設定(本 時)

一=一 一

・ア ドバ イ ス 」r
-

一 一三

(教師 ・生徒同t}

一一一
自己評価 一三一

一一
相互評価1-
一

教師の評駈

一一
r-一
自己評価

相互評価

教師の評価

外部の評価

5 課題決定(2)

学習計画(3)

個人課題の再設定

学習計画作成

・対話(教 師)

・意見交換(生 徒)

22

調ぺ学習準備(2)

情報収集(io>

情報処理(5)

考察(5)

グループでの話 し合い

フィール ドワーク、調査など

情報の選択、整理

情報のまとめ、報告書内容検討

・ア ドバイス

(教師・地域の人)

・学校内施設活用

・学校外施設活用

3

学

期

8 発表構想検討(2>

発表準備(6)

発表資料準備

報告書作成

・ア ドバイ ス

(教 師 ・生徒 同士〉

自己評価

相互評価

教師の評価

外部の評価

7 発表会(7) 学級で班ごとに発表 ・意 見、感 想

(生 徒 ・保護 者 ・

地域 の人)

・対 話

(教師 ・保護者)

学年発表

3

学習のまとめ(2)

学習の発展(1)

学習の振 り返 り

新 しい課題の発見

学びの実践化
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(4)本 時 の ね らい 「自分の 課 題 を発 見 しよ う!」

① 学 習 テ ー マ 「共 生 」に沿 って 、 グル ー プ で協 力 し合 い 発想 を広 げ る。

② 他 の人 が 決 め た課題 や ア ドバ イ ス を参 考に して 、 自分 の 興 味 ・関 心 に応 じた適 切 な 課題

を発 見す る。

(5)本 時 の 展 開(70時 間扱い23,24、25時 問 目)

学 習 内 容 ・ 学 習 活 動 学 習 支 援*教 師(T)生 徒(S) 評価の観点

1本 時のねらい、学習内容の理解 1◇ ポ ー トフォ リオを活用 し、問い かけ、 0

導 Oこ れまでの体験的学習の振 り返 りを 対話す る。(T)

入 行 う。

○本時の学習内容 と学習の流れを知 る。

2ウ ェ ビン グ 2◇ 「地城 との共生」 に関連 した課題 を見 ○●

○ 「共生」から発想を広げる。 付けることができるよ うにア ドバイスや

(班ごとに模造紙に記入す る。) 対 話をす る。(T)

◇生徒同士でア ドバイスをし合 う。(S)

3ウ ェビンの結果発表 3◇ 発表の内容 ・方法について話し合 う。 ○●

展 ○班 ごとに発表者を決 め、ウェビング (s)

の結果を発表する。

4個 入の課題の発見 4◇ 何に興味があるか対話する。(T) ○○●

○模造紙に記入 された言葉か ら自分に ◇調べることが可能な課題 であるか どう

適 した課題を見付ける。 かを考えさせる。(T)

◇課題 について意見交換をす る。(S)

5個 人の課題の設定 ・発表 5◇ 課題の記入方法を示す。(T) ⑦⑨

開 O各 自で課題を短冊に記入 し掲示する。 ◇他の人の課題のよさを発見するよ う働

○ 自分の課題 と課題設定の理由を発表す きか ける。(T)

る 。 ◇発表のマナーを考えさせ る(T)

6発 表 した課題への質問 ・ア ドバイス 6◇ ア ドバイスカー ドの記入方法を示す。 ○●

○掲示 された課題に対 してア ドバイスを (T)

す る。(ア ドバ イ スカー ド活 用) ◇互いに課題 について対話する。(S)

7設 定 した課題の再検討 7◇ 調べ学習 と して学習が続け られ る課題 0

ま ○ア ドバイスから課題を再検討する。 かどうかについて対話する。(T)

と 8ま とめ 8◇ ワー クシー トと自己評価 カー ドの記 入

め ○ ワー クシー トに記 入す る。 方法を示す。(T)

○ 自己評価カー ドに記入する。

※ 評価 ⇒<表2>学 習段階別の評価方法 ・評価規準一覧参照(P12、Pi3)

(6)評 価

① 学習テーマ 「共生」に沿 って、グループで協力 し合い発想 を広 げることが できた。

② 他 の人が決めた課題や ア ドバイ スを参考に して、自分の興味 ・関心に応 じた適切な課題

を発 見す ることがで きた。
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(7)成 果 と課題

く成果 〉

課題発見 ・課題設定の学習段階にお いて、教師 の言葉に よる学習支援(表1)を 積極的に

行 うことで、生徒の学習意欲 を喚起 し、学習活動 がね らいに沿って円滑に進 めることができ

た。 また、教師が言葉をか ける場面や その言葉の種類に よ り学 習活動へ どのよ うな影響 を与

えるか を探 ることができた。

〈表1>教 師 の学習支援(言 葉かけ)の 具体例

場 面 教 師 の 言 葉 言葉かけの種類

1ウ ェ ビング

①発想 を広げ

てい る時

○○と言えば何かな? 誘導的

この言葉 を見て どんなイ メージが広が る? 問題提起

テ ーマ が広 が る キー ワー ドを 考 え てみ よ う! 提案

いいね!い いね!い い発想だね! 賞賛

沢山 ことばが出て きたね、その調子! 激励 ・応援

映画の主人公は、何 と共 生 していたの? 引き出 し

② テーマか らそ

れ 始 めた り、

行 き詰 ま った

りした時

どこか らずれた?ど こに戻ればいい? 修正

「○ ○ 」 と 「共 生 」 って どん な こ と調 べ られ る? 提案

先 生 は ち ょっ とイ メー ジ しに くい な あ。 感想

調べ る段階 をイ メー ジできるのがいいよ。 指導的

共生 とど う関係 してい るの? 問題提起

2個 人課題発見

と課題設定

「人 」、 「自然 」、 「環 境 」、 「情 報 」 との 共生 に

分 か れ て い るね 。

誘導的

この中で 自分で調べ てみよ うと思 うことは? 問題提起

この課題で調べてみたい ことがた くさん浮 かぶ?

お っ 、先 生 もそ の こ とにっい て知 りた い な あ。 共感

「共生」 とい う言葉か らウェ ビング法を用いて生徒 が発想 を広 げていく際、教師による様 々

な言葉 かけ(ア ドバイス)に よ り生徒 の言葉の数は倍増 した。 また、一人で発想 を広 げ るこ

とのできない生徒に とってグループによるウェビングは、仲間 の発想 を知 り、一人で思い悩

む不安 を取 り除 く意味で大変有効で あることが実証 された。

しか しなが ら、発想 が広が り過 ぎてゲーム化 して しま う傾向 の班 もあ り、発想 を広げるア ド

バイスだ けではな く、生徒一人 一人が実際に何 を してい るのか よく観察 し、本来のテーマか

らあま りに も無関係 な方向への連想 を見逃 す ことな く、軌道 を修正す るよ う働 きかけをす る

こ とも重要である。 これ は、単に方 向を修正す るだけではな く、一人一人の生徒をよく観察

し、適切 な言葉かけをす ることで、生徒理解 を深 め、後の学習支援や評価活動を容易 にす る。

そ して、教師に よるア ドバイ スや対話 とともに、グループ内での生徒相 互の対話や ア ドバイ

ス カー ドが効果的に活用 され 、個人の課題発 見及び設定 に役立っていた。

また、ポー トフォ リオは、単元の途中ではあるが、生徒一人一人の学習過程 を把握 し、次の

学習 に導 く資料 として役立つ とともに、生徒が 自己の学習 を振 り返 り、軌道修 正を した り学

習 の方向性 を確 かめた りす るために有効で あった。
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〈課題>

0グ ループによるウェ ビングだけでは、一人一人の生徒が 自分 にふ さわ しい と思 える課題 が

見っ か らない場合 も考え られ るので、 さらに、 グループでの ウェビングの体験を基 に、個人

での ウェ ビングを試 してみ る必要 もある。

○ グループまたは個人の活動の どちらの場合において も、教師 のア ドバイ スが与 える影響 ・

効果は大 きいので、有効 なア ドバイ スをす るための幅広 い知識や指導的ア ドバイスだけでな

く誘導的 ・激励的 なア ドバイ スによ り生徒 自らの発想 を促 す柔軟な発想や対応能力 を教師 自

身 が身に付 ける ことが課題 である。 さらに、教師が 工夫 しなが ら学習支援 を繰 り返 し行 うこ

とは、教師 自身の指導観 を刺激 し、指導力 向上の支援 ともな ると考 える。

○ポー トフォ リオ評価 にっいて、生徒 一・人…人の学習のファイ リングの充実 と各学習段階で

の評価場面や 評価 カー ドを工夫・検討す る必要が ある。

<資 料1>ガ イ ダンス～課題 設定の学習段階までのポー トフォ リオ
r 「

【ガ イ ダンス】 【ビデオ鑑賞1】 【課題発見】

①学習計画説明資料 *テ ーマに関連 した映画 ①個人ウェビング用紙

②自己評価カー ド ①映 画鑑 賞 ワー クシー ト ②課題記入短冊

【体験学習】デイキャンプ 【ビデオ鑑賞2】 ③自己評価カー ド

①火のおこ し方学習資料 *ビ デオ 「障害のある人々の生き方」 ④ ア ドバイ スカー ド

②かまど造 り資料 ①様 々な障害についての学習シー ト 【課題設定 ・課題の発表】

③献立表と買い物計画表 ②地域の福祉施設調べ ①課題記入用紙

④会計報告書 ③福祉施設へのアンケー ト ②発表・質問用紙

⑤ 自然観 察 ワー クシー ト ④バ リアフ リー ・ア イデ ア作 り ③ ア ドバイ スカー ド

⑥感想文 ⑤感想文 ④ ワー クシー ト

⑦アンケー ト用紙 ⑥ 自己評価カー ド ⑤ 自己評価カー ド
」

〈資料2>課 題設定 ・発表段階 の ワー クシー ト (ま だ まだポ ー トフォ リオはつ づ く)

学習段階(

私の課題

) 年 組 番・ 氏名

〈ア ドバ イス 〉(も らったア ドバ イス を貼 ってお こう!)

( )さ ん よ り ( )さ ん より

〈学習を終えて〉

〈 保護者の一言 〉 〈教師 の 一言 〉

★ 発想 の広が りと ともに生徒 のつ ぶ

や き も多 く聞 かれ る。

「だ いぶ広 がったね。」

「まだ広 が りそ うだね。」

「これ で調べ てみ よ うかな?」

「あれ もいいな。」

「お も しろそ うだね。」
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2情 報 収集の段階 にお ける検証授 業

《検証の視点 》

情報収集 の場面にお いて多様 な情報収集の場 の設定によ り、子 どもの情報収集活動の

活性化 を図 る

(1)テ ーマ ・実施学年

① 学校テーマ 「豊かな心をは ぐくむ」

②1学 年テーマ ・単元 「地域 との交流」 ・ 高齢者 とのふれ あい

(2)単 元設定理 由

1学 年では、地域 との交流 をテー マに1学 期に 「地域探検 レポー ト」を行 い、地域の生活

環境や諸問題 について調べ学習 を行 ってきた。また、近隣の幼稚園や保育園での保育体験を

通 じて幼児や幼稚園の先生 ・保育士 との交流 を図 り、社会の一員 として生きる自分の役割 を

考 えた。2学 期 では、 これ までの経 験を生 か し、高齢者や福祉施設で働 く職員 との交流会 を

行 う。そこで、高齢者の方 々が生 きてきた時代について、個々に課題 を設 定 し、調べ学習 を

進 めていきなが ら、自分たちが生 きてい る現代社会 と向 き合い、 これか らの社会について考

えるとともに 自分の生活や生 き方 を見っめ直す機会 とした。 また、生徒一人一人が調べ学習

を進 めるにあた り、パ ソコンを学習 の道具 として情報収集 ・処理 ・発信 な どに自在に操作 ・活

用で きるよ うに、計画的にパ ソコン操作の基礎的学習の時間を設 けた。

(3)第1学 年指導計画(70時 間扱い)

学期 学習段階(時 間) 学 習 内 容 学 習 支 援 評 価

1 6 ガイダンス(2) 学習のねらいや方法の理解 ・ア ドバ イ ス 自己評価

学 共通学習(4) パ ソコン操作共通学習 ・情報提供 相互評価

期 14 体験学習(is) 域散策 レポー ト、 保育体験 ・体験の場の設定 教師の評価

動機付け(1) 1学 期の学習の振 り返 り ・ ア ドバイ ス 自己評価

8 課題発見(2) 福祉施設職員講話 ・質問・討論 (教師 ・福祉施設職員) 相互評価

課題検討(2) 個人の課題設定、課題の発表 ・意見交換(生 徒) 教師の評価
=={一}=

[一 一=子 三f=、;葦 一一

課題決定(3) 個人の課題の再設定、学習計画 =
一 一 三

外部の評価
ドー 一=・ ε 三n -一 ご 一 ユ_ 一 1冒1=一 一一1可m　 〒}一 ゴ 陽 言 一_石

薯.-F- 一
=

ヨr』'"'一 三i

2 一
一一冒 一 ヒ ー レIII-1 一"　 一一r　 T 一1 三 讃=一 一 互ニー 　 .引 躍 翼 一一

.旧 ≒ 一'

学 8 情報処理(6) 集めた情報の選択・整理
三;.二 講 蛭 蕪 ・殻 肖;-u二 茸

期 考 察(2) 自分の考 えをまとめる 1-・差獅 動繍;三
』

… 一 重 二 」 日

ご

一 ニ ー=1醤 ・.一..。 一≡ こ =

準 備(4) 交流会の企画 ・立案 ・準備 一一

交流会(2) 高齢者との交流会 ・ア ドバ イ ス(教 師) 自己評価

io 学習の 交流会のまとめ ・意見 、感想 相互評価

ま とめ(4) (感想・礼状 ・手紙など) (地域 の高齢者 ・福祉施 教師の評価

学習の振 り返 り ・新課題発見 設職員 ・保護者 ・生徒) 外部の評価

3 学習の 新課題に向けた調べ学習 ・ア ドバ イス 自己評価

学 16 発 展(16) 学習のまとめ (教師 ・地域の人) 相互評価

期 学習成果の実践化 ・対 話(教 師) 教師の評価
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(4)本 時 のね らい 「工夫 して情報を収集 しよう1」

① 主体 的に行動 し、進んで情報 を収集 しよ うとす る。

② 自分の課題 に応 じて情報源 を選択 し、情報を収集す る。

③ ゲス トテ ィーチ ャーに対 してマナーを守 り、要点 を押 さえた質問 を行 う。

③ 自分の課題 に合 わせて収集 した情報や 資料 を整理す る。

(5)本 時の展開(17時 間扱い7、8時 間 目)

導

入

展

開

ま

と

め

学 習 内 容 ・学 習 活 動

1本 時 のね らい ・学習の流れ の理解

○本時の授業 の見通 しをもつ。

○ワー クシー トの活用の仕方 を知 る。

2情 報収集

自己の課題 についての情報 を、 自分の

課題 に適 した情報源 を選択 し収集す る。

〈情報源 〉

(1)図 書室(関 係 図書)

(2)パ ソコン室(イ ン ターネ ッ ト)

(3)イ ン タビュー室(地 域の人に質問)

3情 報整理

収集 した情報 を、教室で整理する。

*ワ ー クシー トに記入す る。

4本 時 の学習のま とめ

○本時の学習 を振 り返 る

○学習の進行状況 を発表 し合 う。

○今後 の学習の見通 しを もつ。

5次 時 の学習の準備

◇ 学習支援 ☆ 評価

1◇ 学習 の振 り返 りにポー トフォ リオ

を活用 させ る。

☆学習 の見通 しを もつ ことができる。

2(D図 書室での情報収集

◇事前に関係図書 を整備す る。

◇図書の選び方 を助言す る。

(2)パ ソコン室での情報収集

◇パ ソコンの操作の仕方 を援助す る。

◇情報へのア クセ スの仕方 を示す。

(3)イ ンタビュー室での情報収集

◇礼儀、マナーについて指導す る。

◇質問の仕 方につ いて助言 をす る。

◇ ゆ とりをもって質問できるよ うな時

間 と場所 を設定す る。

3教 室での情報整理

◇情報 の整理の仕方 を助 言をす る。

☆主体的に情報 を収集できる。

☆ 自分の必要 とす る情報 を適切な情報

源か ら収集 し整理す ることができる。

☆マナー を守 り学習す ることがで る。

4◇ 情報の集 め方や情報整理の仕 方につ

いて どの よ うな課題 があ ったか を考

えるよ う助言す る。

☆本時のね らい を達成 し、今後の学習

の見通 しをもつ ことができる。

※ 評価 ⇒<表2>学 習段階別の評価方法 ・評価規準一覧参照(P12、P13)

(6)本 時の評価

① 主体的 に行動 し、進んで情報 を収集 できた。(意 欲 ・関心 ・態度)

② 自分 の課題 に応 じて情報源 を選択 し情報を収集で きた。(情 報収集力)

③ マナー を守 り、要点を押 さえた質問ができた。(自 己表現力)

③ 自分 の課題に合 った情報や資料 を整理す るこ とができた。(情 報処理 能力)
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(7)成 果 と課題

〈成果 〉

今 回の授 業では、情報収集の段階での教師による直接的 な学習支援 と様 々な情報収集 の場

の設 定や学習スペース、ゆ とりある時 間設定な どの間接 的な学習支援 を考えた。

間接的な学習支援 と しては、必要 とす る情報 の種類や収集 の方法、学習の進度 などによっ

て教室、図書室、パ ソコン室 、イ ンタビュー室 の4カ 所の学 習場所 を設定 した。 このこ とで

生徒は、本時の学習のね らいや学習内容を理解 し、 目的をもって必要 とする情報 を主体的 に

考 え、 自分 に合 った方法で情報 を収集 することができた0ま た、ゆ とりある学習環境や時間

の設定は、学習の雰囲気を楽 しい ものに し、効 率よ く学習活 動が進 められていた。

直接的 な学習支援 として、 「どんな風 にす るのかな。」「何が分か ったの5」 「この資料は ど

う使 うの?」 な どの教師の言葉か けに より、生徒 は 自分の学 習活動 の具体的なイ メージを考

えることがで きた。 また、資料 を集 めた生徒に対 して、「た く さん集 めたね。」 「いい資料 に

な りそ うだね。」な ど、教師が励 ま しや賞賛す る言葉 かけを積極的 に行い、生 徒一人一人に

寄 り添 って問題 を共有す ることで、生徒の意欲を高め、楽 しい学習活動を持続 させ る効果が

見 られた。さらに、生徒同士 の相互評価 の会話な どが、自信や 自分の学習の確か めにもな り、

有効 な学習支援 となっていた。

〈課題 〉

調べ学習の情報源 として利用度の高い学校 の図書室では、図書の種類 ・冊数な どに限 りが

あ り、事前にテーマに沿った必要な図書の準備 と整理が必要で ある。そのためには、年間の

計画 を立て図書 の購入を してい くな ど、図書室の運営の在 り方が課題 とな る。 と同時 に、地

域 の公共施設の利用 も欠かせ ない。特 に公立図書館は、重要 な調べ学習の情報源である。積

極 的に図書館 との連携 を図 り、利用のシステムを確立す る ことや 、図書館 を利用する方法や

マナーな どを、教師 も生徒 も事前 に学んでお く必要が ある。

パ ソコン室 においては、 自分の課題 に応 じた資料 を見付け ることができない生徒は、テー

マ をそのまま検索 して しま う姿が見 られた。 この ような生徒のために、事前 に教師は幾つか

のサイ トを見付けてお き、生徒に紹介す ることな ども一つの学習支援 と考える。また、パ ソ

コン操作の学習 について 、計画的な実施 と内容 ・方法の充実 を図 ることも大切であ る。

イ ンタビs室 では、地域の方3名 を講師 として招き、体験や経験 か ら自分の課題 に応 じ

て質問 を行い、それ らを資料 として まとめた。学校外か らの講師 とい うことで、生徒たちが、

積極的に質問 を していた ことは、資料収集 の選択 の幅 を広げ るとい う意味では大きな成果が

壽舗 潔 灘 答慧 暴潔購 論 ∵」撫

齢:皇鰐 錨 畿罐 慮整難奪尊露窩馨へ鱒
の設定をす る必 要があ った。 また 、質問の内容 を配

慮 し、個 別の質問だ けでな くグループで質問す るな

ど、質問の仕 方 を工夫 した りしてい くこ とは、今後

の課題であると考える。
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VI成 果 と課 題 ・提 案

本研 究 は、 「総合 的な学習 の時間」 にお いて、子 どもた ちが、 自ら課題 を設定 し、課題

解決 に向 けて 、主体 的 に調べ学習 を楽 しく進 める姿 を求 め、学習支援や評価 の在 り方 につ

いて研 究 を進 めてきた。調べ学習 を課題設定 、課題解決 、学習 のまとめ ・発展の3つ の段

階 に分 けて 、学習 段階別の学習支援 と評価 の具体的 な方法 につ いて考え、授 業を通 して検

証 した。そ の結果 、次のよ うな成果 と課題 に至った。

1成 果

(1)学 習資源 と支援体 制の工夫

① 「総 合的な学習 の時 間」 を進 めるに当た り、その学習 スタイルの特性か ら、様 々な

学習資源が 関係 して いることが分かった。

② 学習 資源 には、学習 の素材 とな るものや、学 習の環境 、学習にかかわ る人材 な どが

考 え られ 、それ らを学校 内 と学校外 に分 けて整 理 し、構造化 する ことによって学習 と

の関係が よ り明確 にな り学習支援 の在 り方が方 向付 け られた。

③ 人的 な学習資源 には、教師以外 に生徒同士 、地域の人、その他学習 に関係す る人々

な どが考 え られ、教師以外 に多 くの人 とのかかわ りの中で学習が活性化 された。

④ 図書館 やパ ソコ ン室 な どの物的な学習資源 は、情報源や 学習活動の場 として重要で

あ り、子 どもの調べ学習 を円滑 に進める上で大 き く影響す る ことが認識できた。

(2)各 学習段 階における学習支援 と評価 について

① 情報収集 の段階でイ ンター ネ ッ トを活用す る ことは、 自己の課題をいろいろな 角度

か ら考 えイ メー ジさせ ることができ、また、キー ワー ドが 明確 にな った。

② イ ンターネ ッ トを活用す る上で 、あらか じめ リンク集 を用 意 してお くことで、検 索

が進 まない生徒の情報収集が容易 になる ことが分か った。

③ 図書館 や図書室 の利用で は、事前 に学習テー マに関連 した図書や資料 を計画 的 に集

めてお くと資料 収集 が能率的 とな り、また、新たな資料発見 にもつながった。

④ 地域人材 の活 用は、生徒の興 味 ・関心 を高め、意欲的な学習活動 につなが った。

⑤ 調べ学習 は、学習段階 ごとに学習活動が展開 され 、そ の段 階に応 じた特色 ある学習

支援や評価 の在 り方 がある ことが分か った。

⑥ 課題設定 の段 階では、意欲 を喚起 し発想 を広 げるような教 師による言葉か けな ど、

言葉によ る直接的な支援が特 に有効であった。

⑦ 子 ども同士 の相互 支援 は互 いの学習を認め合 い、励 ま し合 い、望 ましい人間関係 を

築 き上げて いた。

⑧ どの学習 段階 にお いて も、教師が生徒に対す る励 ま しの言葉かけ(支 援)は 、子 ど

ものや る気や 自信につながるな ど、特 に情意面での成果が大 きか った。

⑨ 各学習段階 での評価規準 を明確 に し、生徒 の活動 を見 る ことで、よ り適 切な 評価 と

な り、課題 を明確化 した り、課題解決のための学習を深め る ことができた。

⑩ 情報収集 ・検 討の場 面では、教師のア ドバイスの他 にテー マに関係 した専門的な知

識 を有す る人材か らの講話や情報提供は、子 どもの学習意欲 を喚起す る とともに学習

の質 を高めた。
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2課 題

① 子 どもの学習状況 を的確 に把握せず一方的な支援 は、生徒 の意欲 を欠 くことにな る。

② ア ドバイスカー ドや ワー クシー トは、学習場 面や 内容 に合わせて作成 ・活用す るな

ど多様な学習活動 に対応 させて い く必要が ある。

③ 学校だ けで は子 どもたちの多様な学習活 動に対応す るのは困難 であ り、学校教育 と

社会教育が連携 ・融合 した体制づ くりの検討は課題で ある。

④ 「総合的な学習 の時 間」 で身 に付 けさせ たい力 を、指導す る側が明確 に し、ね らいの

達成 とともに具現化の方策 を考案す ることが大切で ある。

⑤ 「総合的な学習 の時 間」 について、ね らいや学習 内容 ・方 法な どを地域や保護者 に説

明をす るとともに、連携 ・協 力を積極的 に進めて い く必要 がある

⑥ 学校 の実態 に応 じた、学 校内外の支援体 制づ くりを推 進す ることは課題 である。

⑦ 継続的 に調べ学習 を進 めてい く上で、子 どもの個 人差 を考慮 し、個 々の学習状況 に

応 じた支援 の在 り方 を校 内で組織的 に検討する必要が ある。

⑧ 子 どもが、どの学習段階 に取 り組んでいるのか を適 切 に把握す ることが大切 であ る。

⑨ 図書室の利用で は、 同 じ本が複 数無いなど、資料 数に限界があるため、同時 に調 べ

る ことが難 しい状況が ある。

⑩ イ ンタビュー による調 べ学習では、質 問す る時 間や 質問内容、人材 の選択な ど事 前

に教師が配慮 して設定す る必要が ある0

⑪ 適切な言葉か けで あるか ど うか を常 に教師 自身が考 え、研究す る必要が ある。

⑫ 外部支援 につ いて はネ ッ トワー クを広 げた り、活用の在 り方 を検討する必要 があ る。

⑬ 単元 ごとに評価計画 を作 成 し、単位 時間 ごとの評価 の充 実 を図れるよ うな評価 カー

ドの作成やポー トフォ リオ評価 につ いて研究 を深 める ことが課題で ある。

3提 案

今 回の研究では、 生徒 の学習活動 に人材 ・施設な ど様 々な学習資源が どのよ うにか かわ

る ことが望 ましいのか を各種学 習資源 の特性 か ら検 証 して きた。その 中で 、 「総合的な 学

習の時間」 を進め るにあた り、子 どもた ちの調べ学 習 を円滑 に進 めるため にニーズの高 い

学校 の図書室や地域 の図書 館が クロー ズアップされ、利用 したい学校外の施設の トップ に

は図書館が挙 げ られてい る。学校 の図書室が読書セ ンター及 び学習情報セ ンター として有

効 に機能す るためには、図書担 当教諭や来年度か ら配置予定 の司書教諭 を中心 として、学

校 をあげて組織 的に図書室の充実 ・改善 に取 り組む ことが重要 な課題 である。 また、 自校

に無い図書や資料 な どの対応 として、近隣 の学校 との連携で 相互貸借 な どの工夫 によ り資

源 の共有化 を図った り、積極 的に地域 の図書館 の利用 を推進す る必要がある。そ こで、学

校間の連携 を図る とともに、地域 の図書館 の利用法や館 内でのマナーな どについて、教師

自身が熟知 し、子 どもた ちに事前 に指導 をす ることが大切 となって くる。

各学校 にお いて図 書室 の充 実 ・改善 を図 るとともに、学校間や地域の図書館 との連携 シ

ステムを早急 に確立 し、子 どもたち の求め る様々な本 との出会 いや図書館 の魅力 を体験 さ

せ 、調べ学習 の楽 しさ を実感 させ るこ とが大切で あると考 える。 まずは、地域 の図書館 に

連 絡 して連絡会 を実施す るな ど、図書館 との連携 を緊密 に して 、「総合的な 学習の時間」

における調べ学 習を支え る身近で重要 な学習資源 を開発 して い くことを提案 した い。

一24一


